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朱
子
学
の
学
問
世
界
に
は
、『
小
学
』
と
い
う
初
学
教
育
書

が
あ
る
（
１
）
。
朱
熹
の
語
録
を
ま
と
め
た
『
朱
子
語
類
』
で
も

「
若
い
初
学
の
者
た
ち
は
先
ず
は
、『
小
学
』
の
書
を
読
み
な

さ
い
。
あ
の
書
は
ま
っ
と
う
な
人
間
に
な
る
見
取
り
図
だ
（
後

生
初
学
、
且
看
小
学
之
書
、
那
是
做
人
底
様
子
）。」（
２
）

と
い
う

朱
熹
の
発
言
が
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
小
学
』
は
「
朱

子
学
」
に
入
学
す
る
者
で
あ
る
な
ら
ば
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
書

で
あ
っ
た
。「
朱
子
学
」
を
奉
ず
る
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
朱
子
学

の
中
核
に
あ
る
儒
教
経
典
・
四
書
（『
大
学
』『
論
語
』『
孟
子
』

『
中
庸
』）
の
み
で
は
な
く
、
入
門
書
た
る
『
小
学
』
か
ら
学

習
す
る
と
い
う
階
梯
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
で
あ

る
。近

世
日
本
に
お
い
て
も
〈
朱
子
学
尊
崇
〉
な
ど
と
見
な
さ
れ

た
闇
斎
学
派
（
敬
義
学
派
）
で
は
、
山
崎
闇
斎
高
弟
の
三
宅
尚

斎
（
一
六
六
二
〜
一
七
四
一
）
や
、
そ
の
弟
子
の
蟹
養
斎
が
実

際
に
『
小
学
』
を
自
ら
の
学
塾
の
学
習
階
梯
に
組
み
込
ん
だ
。

と
く
に
蟹
養
斎
（
一
七
〇
五
〜
七
八
）
は
、『
小
学
』
が
『
大

学
』
の
段
階
へ
と
接
続
さ
れ
る
理
論
化
を
試
み
、『
小
学
』
学

習
の
必
要
性
を
説
い
た
儒
者
で
あ
る
（
３
）
。
三
宅
尚
斎
や
蟹
養
斎

の
よ
う
な
『
小
学
』
へ
の
注
視
は
、
一
八
世
紀
に
入
り
学
塾
が

徐
々
に
社
会
の
な
か
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
時
勢
の
な
か
で
、『
小

学
』
を
実
際
の
儒
学
学
習
に
活
か
す
理
論
構
築
の
過
程
の
う
ち

に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
『
小
学
』
は
、
近
世
日
本
の
儒
学
世
界
の
な

か
で
、
必
ず
し
も
重
ん
ぜ
ら
れ
た
書
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
読
書
対
象
が
子
供
た
ち
で
あ
る
と
『
小
学
』
の
書
題
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
そ
の
内
容
は
、
儒
教
経

典
を
含
む
諸
典
籍
か
ら
の
抜
萃
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
は
じ
め
に
―
太
宰
春
台
と
河
口
静
斎
―

河
口
静
斎
『
小
学
』
論
の
特
徴

　
―
江
戸
中
期
に
お
け
る
儒
学
教
育
思
想
―
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『
小
学
』
を
大
き
く
分
け
る
と
内
篇
と
外
篇
と
い
う
二
つ
に
分

か
れ
て
い
る
。
更
に
内
篇
が
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第

三
・
稽
古
第
四
の
四
篇
に
分
か
れ
、
外
篇
が
嘉
言
第
五
・
善
行

第
六
の
二
篇
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

今
其
の
全
書
（
筆
者
注
・
古
の
「
小
学
」
に
関
す
る
書
物

総
体
の
こ
と
）
は
、
見
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
伝
記
に

雑
出
す
る
者
、
亦
多
し
。（
　
中
略
　
）
今
頗
る
蒐
輯
し

て
、
以
て
此
の
書
と
為
し
、
之
れ
を
童
蒙
に
授
け
、
其
の

講
習
に
資
す
。（
４
）

こ
の
よ
う
に
諸
漢
籍
の
引
用
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
『
小

学
』
と
い
う
書
は
、
子
供
た
ち
に
授
け
、
講
習
に
役
立
て
る
為

の
テ
キ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
な
が
ら
、
同
じ
く
大
陸
由
来
の
初
学

者
向
け
の
入
門
書
た
る
『
三
字
経
』
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、
相

対
的
に
読
解
に
努
力
の
い
る
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。
分
量
も

あ
っ
て
小
品
と
は
言
え
ず
、
決
し
て
〈
初
学
者
〉
が
手
に
取
り

や
す
い
書
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
〈
難
解
さ
〉
を
率
直
に
指
摘
し
、『
小
学
』
が
子
供
向

け
の
入
門
書
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
真
っ
向
か
ら
批

判
し
た
の
は
、
荻
生
徂
徠
門
下
の
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
〜

一
七
四
七
）
で
あ
っ
た
。

春
台
の
経
典
批
評
は
、「
孟
子
論
」
が
有
名
で
あ
る
。
こ

の
「
孟
子
論
」
は
、『
斥
非
』
と
い
う
随
筆
集
（
一
七
四
四
年

刊
）
の
「
附
録
春
台
先
生
雑
文
九
首
」
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
た

一
品
で
あ
る
が
、
春
台
に
よ
る
『
小
学
』
批
判
「
朱
氏
小
学

弁
」
も
、
こ
の
「
附
録
」
の
う
ち
の
一
品
で
あ
る
こ
と
は
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
没
後
、「
孟
子
論
」
と
同
じ
く
『
春
台

先
生
紫
芝
園
後
稿
』
巻
之
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。

春
台
は
、
こ
の
「
朱
氏
小
学
弁
」
に
よ
っ
て
、『
小
学
』
が
子

供
向
け
の
書
で
は
な
く
初
学
教
育
書
と
し
て
不
適
切
な
こ
と
を

い
く
つ
か
の
論
点
に
絞
っ
て
提
示
し
た
。

そ
の
春
台
の
『
小
学
』
批
判
に
対
し
て
反
駁
を
加
え
、『
静
斎

小
学
弁
評
』
と
い
う
一
書
を
な
し
た
の
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
河
口
静
斎
と
い
う
儒
者
で
あ
る
。（
６
）

河
口
静
斎
（
一
七
〇
三
〜
五
四
）
は
、
名
を
光
遠
、
字
を

子
深
。
室
鳩
巣
に
師
事
し
、
川
越
藩
の
松
平
朝
矩
に
仕
え
た
。

代
表
作
と
し
て
、
小
品
な
が
ら
藤
原
惺
窩
以
来
の
儒
者
た
ち
の

学
統
、
学
説
の
大
略
を
記
し
た
『
斯
文
源
流
』（
一
七
五
〇
年

刊
）
と
い
う
江
戸
前
期
儒
学
史
の
著
作
が
知
ら
れ
て
い
る
。
儒

学
思
想
史
の
な
か
で
河
口
静
斎
の
名
は
、
こ
の
『
斯
文
源
流
』

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
以
外
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
近
年
、
室
鳩

巣
や
雨
森
芳
洲
な
ど
木
下
順
庵
一
門
の
和
文
随
筆
が
注
目
さ

れ
、
河
口
静
斎
と
そ
の
随
筆
も
考
察
の
俎
上
に
挙
げ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
（
７
）
。
静
斎
の
著
作
は
、
考
証
的
な
〈
随
筆
〉
が

多
く
、〈
儒
者
〉
と
し
て
論
ず
る
静
斎
の
儒
学
思
想
そ
れ
自
体

は
、「
朱
子
学
」
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
別
目
を
引
く
こ
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と
が
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
。
そ
の
た
め
河
口
静
斎
に
関
す
る
思

想
的
な
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
河
口
静
斎
は
、
春
台
の
『
小
学
』
批
判
へ
と
反
駁

を
加
え
る
為
に
、
な
ぜ
『
小
学
』
が
必
要
な
の
か
、
改
め
て
自

ら
の
筆
に
よ
っ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
朱
熹
の

主
張
が
子
供
へ
の
教
育
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
、
と
い
う
春
台

の
批
判
に
対
し
て
、
単
な
る
朱
子
学
的
な
言
説
の
お
う
む
返
し

で
は
、
春
台
か
ら
の
批
判
に
応
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
も

し
春
台
の
誤
読
や
誤
解
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
誤
読
や
誤
解
を

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
批
判
を
受
け
て
、
静
斎
が
能
動

的
に
朱
子
学
学
習
に
お
け
る
『
小
学
』
の
位
置
付
け
を
自
ら
の

こ
と
ば
で
説
き
直
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
、
静
斎
の
『
小

学
』
理
解
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
太
宰
春
台
の
『
小
学
』
批
判
を
踏
ま
え

て
、
河
口
静
斎
が
ど
の
よ
う
な
『
小
学
』
観
を
有
し
て
お
り
、

初
学
者
教
育
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ
く
。

河
口
静
斎
と
い
う
儒
者
に
よ
る
、
儒
学
の
初
学
教
育
書
『
小

学
』
理
解
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
日
本
に
お

い
て
儒
学
と
い
う
「
学
問
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
さ
れ

て
い
た
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
人
々
に
学
習
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
太
宰
春
台
に
よ

る
『
小
学
』
批
判
の
論
点
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
一
　
太
宰
春
台
に
よ
る
批
判

　
　
　
　
―
『
小
学
』
は
子
供
向
け
な
の
か
―

朱
熹
『
小
学
』
は
、
大
き
く
内
篇
、
外
篇
と
い
う
二
部

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
内
篇
と
は
、
儒
教
に
お
け
る
徳
目
や

倫
理
道
徳
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
内
篇
は
立
教
第
一
、
明

倫
第
二
、
敬
身
第
三
、
稽
古
第
四
の
四
篇
で
な
っ
て
い
る
。

外
篇
と
は
、
内
篇
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
正
し
さ
を
証
明

す
る
た
め
、
漢
代
以
降
の
人
々
に
よ
る
言
行
を
ま
と
め
、
嘉

言
第
五
、
善
行
第
六
の
二
篇
で
な
っ
て
い
る
。『
小
学
』
に

お
い
て
中
心
と
な
る
の
は
、
立
教
第
一
、
明
倫
第
二
、
敬
身

第
三
で
あ
る
。
立
教
第
一
は
教
え
の
本
質
に
つ
い
て
ま
と
め

ら
れ
、
明
倫
第
二
は
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
、
兄
弟
、
朋
友
の

五
倫
が
「
教
え
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
敬
身
第
三

は
宋
学
の
居
敬
の
実
内
容
が
明
倫
の
実
行
に
他
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
倫
第
二
の
項
目
は
、
更
に
「
明
二

父
子
之
親
一

」「
明
二

君
臣
之
義
一

」「
明
二

夫
婦
之
別
一

」「
明

二

父
長
幼
之
序
一

」「
明
二

朋
友
之
交
一

」
と
い
う
五
つ
の
細
目

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
敬
身
の
項
目
も
更
に

「
明
二

心
術
之
要
一

」「
明
二

威
儀
之
則
一

」「
明
二

衣
服
之
制
一

」 

「
明
二
飲
食
之
節
一
」
の
四
つ
細
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。（
８
）
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こ
の
よ
う
な
『
小
学
』
の
構
成
を
踏
ま
え
て
春
台
に
よ
る

『
小
学
』
批
判
を
見
て
み
る
と
、
と
り
わ
け
内
篇
の
立
教
第
一

か
ら
稽
古
第
四
ま
で
の
四
篇
へ
の
批
判
が
大
半
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
と
り
わ
け
内
篇
へ
の
批
判
が
中
心
と
な
る
。

さ
て
春
台
は
、
ま
ず
立
教
第
一
へ
の
批
判
に
入
る
前
に
、

「
小
学
」
と
い
う
言
葉
の
出
所
か
ら
確
認
す
る
。『
漢
書
』
食

貨
志
上
の
「
八
歳
に
し
て
小
学
に
入
る
。
六
甲
・
五
方
・
書
計

の
事
を
学
ぶ
」
と
い
う
一
節
を
根
拠
に
、「
六
甲
（
干
支
の
巡

り
）」・「
五
方
（
東
西
南
北
中
央
の
方
角
）」・「
書
計
（
文
字
と

計
算
）」
を
学
ぶ
〈
施
設
〉
が
「
小
学
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

確
か
に
朱
熹
も
『
大
学
章
句
』
の
序
文
「
大
学
章
句
序
」
に

お
い
て
、
上
記
『
漢
書
』
食
貨
志
の
一
節
を
踏
ま
え
て
、
八
歳

か
ら
「
小
学
」
に
入
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
た
だ
朱
熹
は
、

さ
ら
に
「
灑
掃
・
応
対
・
進
退
（
掃
除
と
客
対
応
と
た
ち
ふ
る

ま
い
）」
な
ど
、『
礼
記
』
由
来
の
礼
法
に
関
し
て
も
「
小
学
」

の
段
階
に
お
け
る
学
び
と
し
て
い
た
。

人
生
れ
て
八
歳
な
れ
ば
、
則
ち
王
公
よ
り
以
下
、
庶
人
の

子
弟
に
至
る
ま
で
、
皆
な
小
学
に
入
る
。
而
し
て
こ
れ
に

教
う
る
に
灑
掃
・
応
対
・
進
退
の
節
、
礼
・
楽
・
射
・
御
・

書
・
数
の
文
を
以
て
す
。（
９
）

し
か
し
春
台
は
、
掃
除
と
客
対
応
と
た
ち
ふ
る
ま
い
な
ど
は

家
庭
内
で
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、「
小
学
」
と
い
う
施
設
で
教
師
か

ら
学
ぶ
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。

謹
ん
で
案
ず
る
に
『
漢
志
』
称
な
ふ
る
に
、
古
は
人
生
八

歳
に
し
て
小
学
に
入
る
。
六
甲
・
五
方
・
書
計
の
事
を
学

ぶ
。（
　
中
略
　
）
凡
そ
童
子
皆
な
之
れ
を
学
ぶ
。
然
る
に

童
子
の
学
、
僅
か
に
此
こ
に
止
む
。
他
灑
掃
・
応
対
・
進

退
の
節
、
曲
礼
・
少
儀
の
記
す
所
の
如
き
は
、
乃
ち
子
弟

の
職
、
父
兄
の
教
ふ
る
所
に
係
る
。
必
ず
し
も
諸
れ
を
師

に
受
け
ざ
る
な
り
。（
10
）

こ
の
よ
う
に
春
台
は
、
ま
ず
朱
熹
『
小
学
』
と
い
う
書
が
子

供
達
と
い
う
〈
学
ぶ
者
〉
の
た
め
の
書
で
は
な
く
、
家
庭
内
で

子
供
達
を
教
育
す
る
父
兄
な
ど
〈
教
え
る
者
〉
の
た
め
の
書
で

あ
る
と
主
張
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
『
小
学
』
立
教
第
一
の
な

か
に
は
、「
胎
教
」
に
関
す
る
記
事
す
ら
載
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
内
容
の
記
事
は
、
子
供
向
け
で
は
な
く
母
親
に
向
け
た
記

事
で
は
な
い
か
と
批
判
し
て
い
る
。

今
朱
子
の
著
す
所
を
観
る
に
、
首
篇
立
教
を
曰
ひ
て
、
其

の
記
す
所
は
皆
な
教
へ
る
者
の
事
な
り
。
夫
れ
子
弟
を
教

誨
す
る
は
、
父
兄
の
事
。
童
子
に
告
ぐ
る
所
以
に
非
ざ
る

な
り
。
且
つ
篇
首
に
載
す
る
所
の
胎
教
の
法
、
乃
ち
人
の

母
為
る
者
の
事
な
り
。
童
子
之
れ
を
聞
き
、
将
さ
に
焉
く

ん
ぞ
之
れ
を
用
ひ
ん
と
せ
ん
。
朱
子
以
て
小
学
の
事
と
為

す
。
其
の
謬
り
一
な
り
。（
11
）

「
胎
教
」
は
分
か
り
や
す
い
例
で
あ
る
が
、
春
台
に
よ
る
最
初

の
批
判
の
要
点
は
、〈
学
ぶ
者
〉
に
対
す
る
も
の
な
く
〈
教
え
る
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者
〉
に
向
け
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
学

問
に
入
っ
た
ば
か
り
の
子
供
が
用
い
る
テ
キ
ス
ト
と
は
言
え
な

い
と
春
台
は
批
判
し
た
。

次
に
春
台
は
、
明
倫
第
二
に
関
し
て
批
判
す
る
。
明
倫
第
二

と
は
、
儒
学
世
界
に
お
け
る
基
本
的
な
人
間
関
係
の
正
し
い
在

り
方
（
五
倫
五
常
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
篇
で
あ
る
。
父
子
・

君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
と
い
う
五
つ
の
人
間
関
係
を
「
五

倫
」
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
五
つ
の
人
間
関
係
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
徳
目
と
し
て
、
父
子
の
「
親
」、

君
臣
の
「
義
」、
夫
婦
の
「
別
」、
長
幼
の
「
序
」、
朋
友
の

「
信
」
を
、「
五
教
」、
も
し
く
は
「
五
常
」
と
言
う
。

春
台
は
、
こ
の
五
つ
の
道
（
五
倫
）
を
『
小
学
』
で
教
え
る

こ
と
自
体
が
不
適
当
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
父
子
・
君
臣
・
夫

婦
・
長
幼
・
朋
友
と
い
う
五
つ
の
人
間
関
係
の
う
ち
、
そ
も
そ

も
君
臣
・
夫
婦
・
朋
友
の
三
者
は
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
子
供
が
急
い
て
学
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い

と
春
台
は
述
べ
る
。

父
子
の
親
は
、
孝
な
り
。
長
幼
の
序
は
、
悌
な
り
。
子
弟

の
道
は
、
固
よ
り
童
子
の
宜
し
く
聞
く
べ
き
所
な
り
。
仕

へ
て
后
ち
君
臣
有
り
。
男
娶
り
女
嫁
し
て
后
ち
夫
婦
有

り
。
既
に
冠
し
て
后
ち
朋
友
有
り
。
此
の
三
倫
は
、
皆
な

成
人
の
道
な
り
。
童
子
の
急
ぐ
所
に
非
ざ
る
な
り
。（
12
）

そ
し
て
「
五
教
」
と
は
、
人
々
が
一
生
涯
守
る
も
の
で
あ

り
、
子
供
の
み
に
教
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
春
台

は
、「
五
倫
」
の
道
を
『
小
学
』
の
段
階
で
の
教
え
と
す
る
こ
と

に
批
判
的
で
あ
っ
た
。

夫
れ
五
教
と
は
、
司
徒
の
布
く
所
な
り
。
凡
そ
民
の
終
身
の

守
り
な
り
。
豈
に
専
ら
之
れ
を
童
子
に
の
み
責
む
べ
け
ん

や
。
況
ん
や
之
れ
を
語
る
に
成
人
の
道
を
以
て
す
る
を
や
。

朱
子
以
て
小
学
の
事
と
為
す
。
其
の
謬
り
二
な
り
。（
13
）

こ
こ
ま
で
『
小
学
』
の
立
教
第
一
と
明
倫
第
二
の
内
容
の

批
判
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
春
台
の
批
判
の
主
眼
は
、

『
小
学
』
読
書
の
対
象
者
を
子
供
に
設
定
し
た
記
事
が
採
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ず
、
ま
た
学
習
す
る
側
で
は
な
く
、

成
人
、
君
子
な
ど
教
育
す
る
側
が
対
象
の
内
容
と
な
っ
て
い
る

点
で
あ
っ
た
。
明
倫
第
二
以
下
、
敬
身
第
三
や
稽
古
第
四
な
ど

に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
角
度
か
ら
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
敬
信
第
三
で
あ
れ
ば
「
惟
だ
飲
食
の
み
童
子
に
於
て
近
し

と
為
す
。
然
る
に
亦
た
父
兄
の
教
ふ
る
所
に
係
る
。
小
学
の
先

と
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。」（
14
）

と
述
べ
て
お
り
、
稽
古
第
四

で
あ
れ
ば
「
古
を
稽
ふ
る
は
、
君
子
の
事
な
り
。『
尚
書
』
に
録

す
る
所
の
如
き
は
是
れ
の
み
。『
小
学
』
は
童
子
に
て
古
を
稽
ふ

る
も
、
亦
た
其
の
宜
し
き
に
非
ざ
る
な
り
。」（
15
）

と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、『
小
学
』
の
取
り
上
げ
る
内
容
が
、
総
じ
て
子
供
に

向
け
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
春
台
に
よ
る
批
判
の
要
点
は
、
朱
熹
が
聖
人
の
道
を
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理
解
し
て
お
ら
ず
、『
小
学
』
と
い
う
子
供
向
け
の
書
を
妄
り
に

作
成
し
て
世
を
惑
わ
せ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

夫
れ
朱
子
は
本
と
先
王
の
道
を
識
ら
ず
。
亦
た
古
は
小
学

の
学
を
為
す
所
以
を
知
ら
ず
。
而
る
に
妄
り
に
意
を
是
の

書
に
擬
作
す
。
以
て
天
下
後
世
の
人
を
誤
つ
。
其
の
罪
亦

た
大
な
ら
ず
や
。（
16
）

そ
も
そ
も
太
宰
春
台
は
、
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学
に
共
鳴

し
、
徂
徠
に
よ
る
朱
子
学
（
宋
学
）
批
判
を
更
に
推
し
進
め

た
人
物
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
春
台
は
、
徂
徠
門
下
の
な
か
で
も

「
礼
」
を
〈
心
の
在
り
方
〉
に
引
き
つ
け
て
解
釈
し
、
個
々
一

身
に
お
け
る
修
養
の
問
題
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
人

物
で
あ
る
（
17
）
。
一
方
の
朱
熹
『
小
学
』
も
、「
灑
掃
応
対
」
と

い
っ
た
作
法
を
は
じ
め
、
様
々
な
「
礼
法
」
に
基
づ
い
て
（
と

り
わ
け
子
供
の
）
一
身
の
修
養
が
目
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
見

て
き
た
よ
う
に
、
春
台
が
「
朱
子
学
」
に
お
け
る
「
礼
法
」
の

在
り
方
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
修
養
の
在
り
方
を
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
は
、「
朱
子
学
」
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
書
で

あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
そ
の
具
体
的
内
容

自
体
に
も
瑕
疵
を
見
出
だ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
方
、
本
節
で
見
て
き
た
春
台
に
よ
る
朱
熹
『
小
学
』
理
解

に
対
し
て
反
論
の
筆
を
執
っ
た
の
が
、
河
口
静
斎
で
あ
る
。
そ

こ
で
次
節
で
は
、
静
斎
が
春
台
の
主
張
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

批
判
し
た
の
か
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
二
　
静
斎
に
よ
る
反
駁

　
　
　
　
―
子
供
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
一
書
―

河
口
静
斎
は
、『
静
斎
小
学
弁
評
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
春

台
の
『
小
学
』
批
判
に
応
じ
て
い
る
。
奥
書
に
「
延
享
丙
寅

夏
四
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
春
台
の
『
小
学
』
批

判
を
収
録
し
た
『
斥
非
』
が
出
版
さ
れ
た
翌
年
の
延
享
二
年

（
一
七
四
五
年
）
に
著
さ
れ
た
書
で
あ
っ
た
。

春
台
が
難
じ
た
よ
う
に
、『
小
学
』
が
「
教
え
る
側
」
に
向
け

た
書
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
と
、
子
供
向
け
の
書
に
な
っ
て

い
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
静
斎
は
正
面
か
ら
反
論
す
る
。

『
静
斎
小
学
弁
評
』
に
お
い
て
静
斎
は
、
春
台
の
「
朱
氏
小
学

論
」
を
節
ご
と
に
引
用
し
て
、
そ
の
一
節
ご
と
に
自
ら
の
意
見

を
述
べ
る
か
た
ち
で
反
駁
を
加
え
て
ゆ
く
。

ま
ず
春
台
の
「
古
は
人
生
八
歳
に
し
て
小
学
に
入
る
。
六

甲
・
五
方
・
書
計
の
事
を
学
ぶ
。」
に
始
ま
る
一
節
を
引
用
し
、

こ
こ
で
春
台
が
「
他
灑
掃
・
応
対
・
進
退
の
節
、
曲
礼
・
少
儀

の
記
す
所
の
如
き
は
、
乃
ち
子
弟
の
職
、
父
兄
の
教
ふ
る
所
に

係
る
。
必
ず
し
も
諸
れ
を
師
に
受
け
ざ
る
な
り
。」
と
述
べ
た
箇

所
に
お
け
る
静
斎
の
反
論
を
見
て
み
た
い
。
こ
こ
で
春
台
が
父

兄
か
ら
教
わ
る
内
容
（
灑
掃
・
応
対
・
進
退
）
ま
で
、
教
師
（
学

校
）
か
ら
教
わ
る
「
小
学
」
の
段
階
の
書
籍
に
載
せ
ら
れ
て
い
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る
こ
と
を
批
判
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
確
認
し
た
通

り
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
静
斎
は
、
そ
も
そ
も
教
え
を
子
供
に
授
け
る

対
象
を
父
兄
と
教
師
と
二
者
に
分
け
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
批
判

す
る
。
父
兄
で
あ
ろ
う
と
教
師
で
あ
ろ
う
と
教
え
は
教
え
で
あ

り
、
学
び
は
学
び
で
あ
る
。
父
兄
か
ら
学
ぶ
も
の
を
〈
子
供
の

学
び
〉
と
せ
ず
、
教
師
か
ら
教
わ
る
も
の
を
〈
子
供
の
学
び
〉

と
す
る
よ
う
な
、
教
え
る
対
象
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
自
体
を

否
定
す
る
。

諸
れ
を
父
兄
に
受
く
る
も
諸
れ
を
師
に
受
く
る
も
一
な

り
。
教
え
に
非
ざ
る
は
莫
き
な
り
。
学
に
非
ざ
る
は
莫
き

な
り
。
即
ち
数
し
ば
日
に
書
計
を
学
ぶ
は
、
漢
志
の
称
す

る
所
の
如
し
。
亦
た
或
い
は
父
兄
の
之
れ
を
教
ふ
、
或
い

は
師
の
之
れ
を
教
ふ
る
、
何
ぞ
必
ず
彼
れ
を
以
て
童
子
の

学
と
為
し
、
此
れ
を
以
て
童
子
の
学
に
非
ず
と
為
さ
ん

や
。
且
つ
諸
れ
を
師
に
受
く
る
を
以
て
学
と
為
し
、
諸

れ
を
父
兄
に
受
く
る
を
以
て
学
に
非
ず
と
為
す
。
其
の
字

義
・
文
意
に
於
て
通
ぜ
ざ
る
こ
と
甚
だ
し
。（
18
）

そ
し
て
静
斎
は
、
春
台
が
『
漢
書
』
を
持
ち
出
し
て
き
て
主

張
し
た
「
小
学
」
の
対
象
が
子
供
で
あ
る
と
い
う
そ
も
そ
も
の

主
張
を
否
定
す
る
。
静
斎
に
と
っ
て
、「
小
学
」
の
学
び
は
、
一

生
涯
の
も
の
で
あ
り
決
し
て
子
供
の
と
き
に
限
ら
な
い
。

小
学
を
以
て
成
童
以
下
の
学
と
為
く
、
実
に
終
身
の
事
と

為
す
を
知
ら
ず
。
此
の
誤
り
、
吾
が
党
の
諸
儒
免
れ
ざ
る

者
多
し
。
宜
な
る
か
な
、
太
宰
の
妄
言
な
る
や
。（
19
）

た
だ
、
そ
れ
は
「
朱
子
学
」
を
奉
ず
る
儒
者
で
も
誤
解
す

る
こ
と
で
あ
る
と
静
斎
も
認
め
て
い
る
。
実
際
に
朱
熹
が
自

ら
『
大
学
章
句
』
の
序
文
に
お
い
て
「
曲
礼
・
少
儀
・
内
則
・

弟
子
職
諸
篇
の
若
き
は
固
よ
り
小
学
の
支
流
余
裔
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
朱
熹
『
小
学
』
が
「
灑
掃
・
応
対
・
進
退
」
の

礼
法
を
取
り
上
げ
る
た
め
に
収
録
し
た
儒
教
経
典
の
一
つ
『
礼

記
』
所
収
の
曲
礼
篇
や
少
儀
篇
と
い
っ
た
各
篇
に
は
、
確
か
に

〈
子
供
向
け
〉
と
い
う
部
分
が
存
し
て
お
り
、
古
代
「
小
学
」

施
設
に
端
を
発
し
た
分
派
末
流
（「
支
流
余
裔
」）
の
言
説
に
過

ぎ
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
大
学
』
こ
そ
根
本

模
範
（「
本
源
領
袖
」）
で
あ
り
、『
小
学
』
は
分
派
末
流
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
見
方
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
『
小
学
』
を
一
生
涯

の
〈
終
身
の
学
〉
と
は
見
な
さ
れ
ず
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
、
子
供
の

学
と
し
て
の
み
見
ら
れ
る
と
い
う
誤
解
が
あ
っ
た
と
静
斎
は
述

べ
て
お
り
、「
朱
子
学
者
」
た
ち
の
誤
解
を
指
摘
し
よ
う
と
し

た
。し

か
し
静
斎
か
ら
す
れ
ば
、「
本
源
領
袖
」・「
支
流
余
裔
」
と

い
う
分
け
方
は
、
事
の
軽
重
を
断
じ
た
も
の
で
は
な
い
。『
大

学
』『
小
学
』
の
違
い
と
は
、
教
え
の
〈
細
や
か
さ
〉
の
相
違
に

過
ぎ
な
い
と
述
べ
る
。

朱
子
の
意
、
大
学
を
以
て
本
源
領
袖
と
為
し
、
小
学
を
以
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て
支
流
余
裔
と
為
す
。
曲
礼
等
の
記
す
所
を
以
て
更
に
小

学
中
の
支
流
余
裔
と
為
す
に
非
ざ
る
な
り
。
且
つ
小
学
を

以
て
支
流
余
裔
と
為
す
は
、
之
れ
を
軽
ん
ず
る
に
非
ざ
る

な
り
。
謂
ふ
こ
こ
ろ
は
其
の
教
え
の
細
砕
、
大
学
の
道
に

異
な
る
の
み
。（
20
）

静
斎
は
、『
大
学
』
と
『
小
学
』
の
位
置
付
け
自
体
を
、
春
台

が
そ
も
そ
も
誤
解
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
春
台

が
立
脚
し
て
い
る
前
提
を
覆
し
、
批
判
を
無
効
化
し
よ
う
と
し

た
。そ

れ
で
は
前
節
で
取
り
上
げ
た
、
春
台
に
よ
る
『
小
学
』
立

教
第
一
・
明
倫
第
二
へ
の
批
判
を
、
静
斎
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
反
駁
し
て
い
っ
た
の
か
、
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

春
台
は
立
教
第
一
を
取
り
上
げ
て
、『
小
学
』
が
学
ぶ
側
に
向

け
た
書
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
教
え
る
側
の
た
め
の
内
容
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
静
斎
は
、『
小
学
』
立
教
第
一
の
内
容
が
、
教

師
の
教
え
る
方
法
で
あ
る
と
と
も
に
、
弟
子
が
学
ぶ
方
法
で
も

あ
る
こ
と
を
同
時
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
反
論
し
た
。
そ
の

た
め
子
供
も
ま
た
こ
の
篇
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
え
と
は

何
か
、
学
ぶ
と
は
何
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
静
斎
は
考
え

て
い
る
。「
童
子
の
之
れ
を
聞
く
、
将
た
焉
く
ん
ぞ
之
れ
を
用
ひ

ん
や
、
朱
子
は
以
て
小
学
の
事
と
為
す
。」
と
は
、〈
子
供
〉
に

限
定
す
る
や
り
方
に
批
判
を
加
え
た
春
台
の
言
葉
で
あ
る
。

朱
子
既
に
題
し
て
立
教
と
曰
ひ
、
又
た
師
た
る
者
を
し
て

教
ふ
る
所
以
に
し
て
弟
子
を
し
て
学
ぶ
所
以
を
知
ら
し
む

と
曰
ふ
。
今
乃
ち
云
ふ
、
童
子
の
之
れ
を
聞
く
、
将
た
焉

く
ん
ぞ
之
れ
を
用
ひ
ん
や
、
朱
子
は
以
て
小
学
の
事
と
為

す
。
一
に
瞽
者
の
争
色
、
聾
者
の
弁
音
に
似
た
り
。（
21
）

さ
て
次
に
『
小
学
』
明
倫
第
二
に
関
す
る
議
論
を
見
て
ゆ

く
。
春
台
は
、『
小
学
』
明
倫
第
二
の
構
成
そ
の
も
の
を
批
判

し
、
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
と
い
う
五
つ
の
人
間

関
係
（
五
倫
）
の
う
ち
、
君
臣
・
夫
婦
・
朋
友
の
三
者
は
、
成

人
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、『
小
学
』
の
段
階
で
教

え
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
春
台
の
批
判
に
対
し
て
静
斎
は
、
君
臣
に
せ
よ
、
夫
婦

に
せ
よ
、
そ
の
関
係
が
成
立
し
て
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
遅
い
。

そ
の
前
に
先
ず
予
め
学
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
反
論

し
て
い
る
。

此
の
言
や
、
父
母
有
り
て
孝
を
知
る
を
須
（
も
と
）
め
、

兄
長
有
り
て
悌
を
知
る
を
須
む
。
固
よ
り
是
な
り
。
既
に

仕
え
て
始
め
て
事
君
の
道
を
学
び
、
既
に
娶
り
て
始
め
て

居
室
の
道
を
学
ぶ
。
亦
た
太
だ
晩
か
ら
ず
や
。
渇
し
て
井

を
掘
る
。
闘
し
て
兵
を
鋳
る
。
此
の
譬
え
人
々
習
ひ
聞
き

て
喜
（
こ
の
）
み
て
之
れ
を
道
ふ
、
其
の
事
理
に
切
た
る

な
り
。
豈
に
太
宰
に
し
て
知
ら
ざ
ら
ん
や
。（
22
）

こ
の
よ
う
に
成
人
に
な
っ
て
か
ら
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
理
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由
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
子
供
向
け
の
書
で
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
子
供
用
の
記
事
し
か
載
せ
な
い
と
い
う
見
方
自
体
を
否
定
し

た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
静
斎
は
、
春
台
が
『
小
学
』
を
批
判
す
る
根

拠
、『
小
学
』
の
内
容
が
「
教
え
る
側
の
教
え
」
に
な
っ
て
い
る

点
と
、「
成
人
向
け
の
内
容
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
点
と
に
対
し

て
反
駁
を
加
え
た
。
そ
の
反
駁
は
、
春
台
の
批
判
が
そ
も
そ
も

『
小
学
』
の
意
味
を
は
き
違
え
、
誤
解
し
て
い
る
と
指
摘
す
る

こ
と
で
、
批
判
を
無
効
化
す
る
や
り
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。た

だ
、『
小
学
』
は
、『
小
学
』
の
読
書
の
み
で
完
結
す
る

わ
け
で
は
な
い
。『
小
学
』
の
次
に
は
『
大
学
』
が
控
え
て
い

る
。
朱
熹
は
「
小
学
は
、
そ
の
〈
事
〉
を
学
び
、
大
学
は
、

其
の
小
学
の
学
ぶ
所
の
〈
事
の
所
以
〉
を
学
ぶ
。」（『
朱
子
語

類
』
巻
七
、
第
六
条
、
記
録
者
は
甘
節
。）
の
よ
う
な
見
解
を
し

ば
し
ば
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
小
学
』
の
読
書
の
意
味
付

け
は
、『
大
学
』
の
意
味
付
け
に
も
影
響
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
静
斎
が
『
小
学
』
を
〈
誰
も
が
一
生
涯
学
ば
ね

ば
な
ら
な
い
書
〉
と
し
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
静
斎

は
、『
小
学
』
か
ら
『
大
学
』
へ
と
至
る
儒
学
教
育
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
『
小
学
』
は
学

問
の
入
り
口
に
お
い
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
書
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
そ
の
後
も
学
業
は
続
い
て
ゆ
く
。『
小
学
』
は
『
小

学
』
の
み
で
完
結
し
な
い
の
で
あ
る
。『
小
学
』
へ
と
言
及
す
る

こ
と
は
、
同
時
に
、
そ
の
次
の
段
階
で
あ
る
『
大
学
』
の
前
段

階
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、『
大
学
』
学
習
も
視

野
に
入
れ
た
見
解
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
『
小
学
』
と
『
大
学
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

静
斎
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
闇
斎
学
派
と
比
較
し

て
、
静
斎
の
『
小
学
』
理
解
の
独
自
性
を
見
て
ゆ
く
な
か
で
明

ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
三
　
闇
斎
学
派
と
の
違
い

　
　
　
　
―
『
大
学
』
と
『
小
学
』
の
関
係
―

本
節
で
は
、
闇
斎
学
派
（
敬
義
学
派
）
の
儒
者
た
ち
の
『
小

学
』
理
解
を
確
認
し
、
河
口
静
斎
の
『
小
学
』
理
解
と
の
比
較

に
よ
っ
て
静
斎
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
無
論
、

闇
斎
学
派
に
お
け
る
『
小
学
』
理
解
と
い
っ
て
も
、
闇
斎
学
派

の
な
か
に
も
、『
小
学
』
を
積
極
的
に
儒
学
学
習
に
取
り
入
れ
よ

う
と
は
し
な
い
者
も
存
在
し
、
闇
斎
学
派
た
ち
の
な
か
で
一
致

し
た
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
な
か
で
も
代

表
的
な
闇
斎
学
派
の
儒
者
の
『
小
学
』
の
見
方
に
つ
い
て
確
認

し
て
ゆ
く
。

さ
て
山
崎
闇
斎
高
弟
の
浅
見
絅
斎
は
「
其
教
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、

小
子
ノ
時
ト
大
人
ノ
ト
キ
ト
ノ
違
イ
在
ル
筈
ノ
コ
ト
、
其
小
子
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ノ
学
ヲ
小
学
ト
云
ヒ
、
大
人
ノ
学
ヲ
大
学
ト
ハ
云
ゾ
。」（
23
）

と

述
べ
、
ま
た
若
林
強
斎
は
「
子
共
ノ
育
テ
ハ
小
学
、
オ
ト
ナ
ノ

精
ゲ
ハ
何
国
デ
モ
大
学
。
和
漢
古
今
ノ
チ
ガ
ヒ
ハ
コ
レ
ニ
ハ
ナ

イ
。」（
24
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
原
理
的
に
は
『
小
学
』
を

子
供
の
学
、『
大
学
』
を
「
大
人
の
学
」
と
い
う
位
置
付
け
で
理

解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
等
は
、
こ
こ
で
の
「
大
人
」

「
小
子
」
を
そ
の
ま
ま
大
人
と
子
供
に
当
て
は
め
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
見
方
を
静
斎
が
批
判
し
た
こ
と
は
、
前
節
で
確
認
し

た
通
り
で
あ
る
。

一
方
、
闇
斎
学
派
の
な
か
で
も
『
小
学
』
を
実
際
の
学
習
課

程
の
な
か
へ
積
極
的
に
組
み
込
も
う
と
試
み
た
者
も
い
た
。
冒

頭
で
も
取
り
上
げ
た
三
宅
尚
斎
は
、『
小
学
』
を
子
供
の
学
と

は
言
わ
ず
、
一
般
庶
民
も
読
む
べ
き
書
と
し
て
提
示
し
、
自
ら

の
学
塾
の
学
習
課
程
に
組
み
込
ん
だ
。
尚
斎
の
私
塾
「
培
根
達

支
堂
」
と
は
、
初
学
者
用
の
「
培
根
堂
」
と
次
の
段
階
で
あ
る

「
達
支
堂
」
と
い
う
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
「
培
根
」

「
達
支
」
と
い
う
言
葉
も
、『
小
学
』〈
題
辞
〉
に
見
ら
れ
る

こ
と
ば
で
あ
る
（
25
）
。
そ
の
初
学
段
階
の
学
習
を
掌
る
「
培
根

堂
」
に
お
い
て
、『
小
学
』
を
子
供
だ
け
で
は
な
く
大
人
も
含
め

て
学
ぶ
必
要
の
あ
る
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
っ
た
（
26
）
。
尚
斎

は
「
夫
れ
農
工
商
賈
の
徒
の
若
く
ん
ば
、
則
ち
固
よ
り
人
を
治

む
る
の
責
無
し
。
唯
だ
小
学
を
学
び
て
足
れ
る
の
み
。」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
（
27
）
、
儒
学
と
は
治
人

の
学
（
為
政
者
の
学
）
で
も
あ
る
た
め
、『
小
学
』
は
庶
民
で

も
学
ぶ
だ
け
で
十
分
だ
が
、
そ
の
次
の
段
階
た
る
『
大
学
』
は

〈
士
大
夫
〉
層
、
す
な
わ
ち
庶
民
よ
り
上
位
の
為
政
者
層
が
学

習
せ
ね
ば
な
ら
な
い
書
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
尚
斎
の
主
張
を
継
承
し
、
そ
の
上
で
『
小
学
』
に
関

し
て
自
ら
の
見
解
を
付
け
加
え
た
の
が
、
尚
斎
門
下
の
蟹
養
斎

で
あ
っ
た
。
本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
蟹
養
斎
は
、『
小

学
』
が
な
ぜ
次
に
『
大
学
』
へ
と
接
続
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
理

論
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
小
学
』
の
必
要
を
明
ら
か
に
し

た
。養

斎
は
『
小
学
国
字
解
』
と
い
う
仮
名
書
き
の
『
小
学
』
注

釈
書
の
な
か
で
、『
小
学
』
と
『
大
学
』
と
の
学
習
段
階
の
違
い

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。『
小
学
』
は
、
ま
ず
「
道
」
の
大
筋

を
〈
さ
し
あ
た
り
〉、〈
粗
々
〉
と
内
容
を
掴
む
た
め
の
も
の
で

あ
り
、『
大
学
』
の
段
階
で
、
そ
の
粗
々
と
掴
ん
だ
も
の
を
根
幹

と
し
て
、
細
か
く
推
し
広
げ
て
ゆ
く
と
あ
る
。

小
学
ノ
教
ハ
サ
シ
ア
タ
リ
テ
、
ツ
ト
ム
ベ
キ
大
筋
、
ス
ナ

ハ
チ
上
ニ
タ
ツ
身
ニ
テ
ハ
、
下
ヲ
ト
リ
マ
ワ
ス
、
本
ト
ナ

ル
処
ナ
リ
、
大
学
ノ
教
ハ
、
カ
ノ
サ
シ
ア
タ
リ
タ
ル
、
道

ノ
大
筋
ヲ
本
ト
シ
テ
ソ
レ
ヲ
コ
マ
カ
ク
ス
マ
シ
ヌ
キ
、
又

ワ
レ
ヨ
リ
ヲ
シ
ヒ
ロ
ゲ
テ
国
天
下
ノ
ト
リ
マ
ワ
シ
マ
デ

モ
、
十
分
ニ
ユ
キ
ト
ヽ
ク
ヤ
ウ
ニ
シ
ツ
カ
リ
ト
ミ
カ
キ
ヲ

ス
ル
ナ
リ
（
28
）



四
五

223

養
斎
の
理
解
に
よ
れ
ば
、『
大
学
』
を
学
ぶ
こ
と
で
得
ら
れ
る

は
ず
の
〈
道
理
を
窮
め
る
〉
方
法
論
は
、『
小
学
』
と
い
う
礼
法

を
体
得
す
る
な
か
で
〈
粗
々
と
〉
心
に
萌
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

『
小
学
』
の
勤
め
の
根
幹
が
固
ま
る
と
説
い
て
い
る
。

真
理
ヲ
キ
ワ
メ
ル
コ
ト
ハ
、
大
学
ニ
イ
リ
テ
ノ
コ
ト
ナ
レ

ド
、
小
学
ノ
内
カ
ラ
シ
テ
、
ソ
ノ
ワ
ザ
ヲ
ナ
ラ
フ
、
ソ
ノ

ワ
ザ
ヲ
ナ
ロ
フ
内
ニ
モ
、
ア
ラ
〳
〵
ト
、
ソ
ノ
理
ハ
心
ニ

ウ
ツ
リ
テ
、
ス
ナ
ハ
チ
小
学
ノ
ツ
ト
メ
ノ
根
カ
ヽ
タ
マ
ル

ナ
リ
（
29
）

こ
の
よ
う
に
、
蟹
養
斎
も
河
口
静
斎
と
同
様
に
、『
小
学
』
と

『
大
学
』
と
の
間
に
質
的
な
差
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
し

か
し
蟹
養
斎
は
、『
小
学
』
が
〈
粗
々
〉
と
学
ぶ
も
の
で
あ
る
と

い
う
理
解
を
有
し
て
お
り
、『
小
学
』
は
「
支
流
余
裔
」
で
教
え

の
「
細
砕
」
で
あ
る
と
い
う
静
斎
の
理
解
と
は
正
反
対
の
見
方

を
し
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
こ
ま
で
、
静
斎
と
同
じ
く
「
朱
子
学
」
を
奉
じ
て
『
小

学
』
に
注
目
し
た
闇
斎
学
派
の
儒
者
た
ち
と
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
静
斎
の
『
小
学
』
の
見
方
と
は
異
な
る
こ
と
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。

闇
斎
学
派
の
『
小
学
』
理
解
は
、
常
に
『
大
学
』
と
の
違

い
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
静
斎
も
『
小
学
』
を
一
生
涯

に
わ
た
っ
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
「
終
身
の
書
」
と
見
な
し
て

お
り
、
決
し
て
『
大
学
』
と
『
小
学
』
と
の
関
係
を
無
視
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
来
、
朱
熹
も
『
小
学
』
を
「
小
子
の

学
」
と
見
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
静
斎
は
、『
小

学
』
と
『
大
学
』
と
の
段
階
論
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
朱
熹
は
『
大
学
章
句
』
の
序
文
「
大
学
章
句
序
」

や
、
朱
熹
に
よ
る
解
説
書
『
大
学
或
問
』
に
お
い
て
、『
大

学
』
と
『
小
学
』
の
位
置
付
け
、
す
な
わ
ち
「
大
人
の
学
」
と

「
小
子
の
学
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。『
大
学
或
問
』
冒

頭
に
お
い
て
朱
熹
は
、
大
学
の
道
が
「
大
人
の
学
」
で
あ
り
、

「
大
人
の
学
」
の
反
対
が
「
小
子
の
学
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。「
小
子
の
学
」
に
つ
い
て
は
、『
大
学
章
句
』
の
序
文
に
記

し
た
と
述
べ
る
に
留
め
て
い
る
。

或
ひ
と
問
う
、
大
学
の
道
、
吾
子
以
て
大
人
の
学
と
為
す

は
何
ぞ
や
、
曰
く
、
此
れ
小
子
の
学
に
対
し
て
之
れ
を
言

う
な
り
。
曰
く
、
敢
え
て
問
う
、
其
の
小
子
の
学
と
為
す

は
何
ぞ
や
。
曰
く
、
愚
序
文
に
於
て
已
に
略
ぼ
之
れ
を
陳

て
、
而
し
て
古
方
の
今
に
宜
し
き
者
も
亦
既
に
輯
め
て
書

と
為
す
。（
30
）

そ
の
「
大
学
章
句
序
」
に
お
い
て
「
人
生
れ
て
八
歳
な
れ

ば
、
則
ち
王
公
よ
り
以
下
、
庶
人
の
子
弟
に
至
る
ま
で
、
皆
な

小
学
に
入
る
。」
を
述
べ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
通

り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
朱
熹
が
、
上
述
の
通
り

『
大
学
』
は
「
大
人
の
学
」、『
小
学
』
は
「
小
子
の
学
」
を
学
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ぶ
と
述
べ
て
お
り
、
一
見
す
れ
ば
、
既
に
『
小
学
』
が
子
供
向

け
の
書
と
い
う
見
方
を
表
明
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
春
台
も

「
子
供
向
け
」
と
し
て
、
朱
熹
の
見
解
の
矛
盾
を
突
く
か
た
ち

で
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
「
大
人
」
を
「
お
と
な
」、「
小
子
」
を
「
こ
ど

も
」
と
見
な
さ
ず
、『
小
学
』
を
一
生
涯
の
学
と
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
に
両
書
の
関
係
に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
の
は
静
斎
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
静
斎
は
、
こ

の
「
大
人
」
と
「
小
子
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。『
小
学
』
と
『
大
学
』
の
位
置
付
け
の
考
察
に
つ
い

て
は
、『
静
斎
小
学
弁
評
』
の
附
録
「
小
学
論
」
か
ら
窺
い
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

「
小
学
論
」
に
お
い
て
静
斎
は
、
そ
も
そ
も
「
大
人
」
が
一
五

歳
以
上
、「
小
子
」
が
一
五
歳
未
満
と
す
る
解
釈
が
自
明
の
も
の

で
は
な
く
、「
錯
誤
」
と
ま
で
主
張
す
る
。
実
際
に
『
小
学
』

の
な
か
に
は
、
子
供
向
け
と
は
思
え
な
い
記
事
を
掲
載
し
て
い

た
。
し
か
し
静
斎
は
、
子
供
向
け
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
『
小
学
』
が
単
な
る
子
供
向
け
の
書
で
は
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
と
肯
定
的
に
捉
え
、
そ
も
そ
も
「
大
人
」

「
小
子
」
の
意
味
が
十
分
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
し
て
、

「
小
子
」
即
「
子
供
」
と
す
る
理
解
を
退
け
る
。「
小
子
」
の
対

象
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、「
小
子
の
学
」
た
る
『
小
学
』
の
対

象
者
を
再
定
義
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

今
人
、
大
人
小
子
の
名
義
に
於
い
て
暁
か
な
ら
ざ
る
所
有

り
。
錯
認
し
て
十
五
歳
以
下
を
小
子
と
為
し
以
上
を
大
人

と
為
す
。
猶
ほ
方
技
家
の
称
す
る
所
の
大
人
小
児
の
類
と

云
ふ
の
み
。
故
に
小
学
専
ら
小
児
の
事
と
為
し
、
復
た
成

人
の
者
に
関
は
ら
ず
と
説
く
。
是
こ
に
於
い
て
疑
い
を
生

ず
。
朱
子
小
学
書
に
載
す
る
所
は
専
ら
小
児
の
為
な
ら
ざ

る
の
み
。
竟
に
其
の
説
を
得
ず
。
訶
詆
百
端
す
る
も
、
其

の
実
、
大
人
小
子
の
義
を
悉つ

く
さ
ず
。（
31
）

静
斎
は
、
上
述
の
通
り
〈
一
五
歳
以
上
、
一
五
歳
以
下
〉
と

い
う
年
齢
に
よ
る
「
大
人
」「
小
子
」
の
分
け
方
を
採
用
し
な

い
。
そ
の
一
方
、「
大
人
」「
小
子
」
の
違
い
が
「
尊
長
卑
幼
」

の
違
い
に
よ
る
も
の
と
い
う
見
方
は
取
り
入
れ
た
。
こ
こ
で
の

「
尊
長
」
と
「
卑
幼
」
の
比
較
は
、
単
に
地
位
や
年
齢
を
指
す

だ
け
で
は
な
い
。〈
位
〉
や
〈
徳
性
〉
な
ど
「
上
」
と
い
う
立

場
全
般
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
逆
に
「
下
」
と
い
う
の
は
、
君

主
で
あ
ろ
う
と
両
親
で
あ
ろ
う
と
何
で
あ
れ
、〈
上
に
従
う
立

場
〉
を
ま
と
め
て
「
下
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。

蓋
し
大
人
小
子
の
称
、
経
伝
子
史
枚
挙
す
べ
か
ら
ず
。
而

る
に
十
五
以
上
を
大
人
と
為
し
以
下
を
小
子
と
為
す
と
謂

ふ
者
は
、
未
だ
嘗
て
一
た
び
も
見
ず
。
唯
だ
尊
長
を
大
人

と
為
し
卑
幼
を
小
子
と
為
さ
ざ
る
の
み
。
或
い
は
爵
、
或

い
は
徳
、
皆
な
通
じ
て
称
す
べ
し
。
特
だ
に
年
歯
に
拘
す

る
せ
ざ
る
の
み
。（
32
）
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『
大
学
』
の
学
問
と
は
「
人
の
上
に
在
る
の
道
」
で
あ
り
、

『
小
学
』
の
学
問
と
は
「
人
の
下
に
在
る
の
道
」
で
あ
る
と
し

た
。
年
齢
に
よ
っ
て
の
み
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
結
果
的

に
一
五
歳
以
上
に
成
長
し
て
聡
明
さ
を
発
揮
し
て
か
ら
教
わ
る

の
で
あ
っ
て
、
一
五
歳
以
上
だ
か
ら
と
い
っ
て
学
ぶ
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
で
静
斎
は
、『
小
学
』
や

『
大
学
』
の
読
書
を
単
純
に
年
齢
に
よ
っ
て
区
切
る
こ
と
を
否

定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
大
人
」「
小
子
」
を
単
に
年
齢
の
み
で
分
け
な
い
と
い
う
発

想
は
、
元
々
室
鳩
巣
の
理
解
を
踏
ま
え
て
い
る
と
静
斎
は
語
っ

て
い
る
。

鳩
巣
室
子
大
学
に
疏
す
る
や
、
大
人
の
学
を
解
し
て
以
て

歯
徳
長
人
の
称
と
為
す
。
是
れ
に
先
ん
じ
て
諸
儒
は
解
す

る
こ
と
此
こ
に
及
ぶ
者
無
し
、
故
を
以
て
大
人
小
子
の

説
、
朦
朧
と
し
て
弁
ぜ
ず
。
此
の
疏
一
た
び
出
ず
る
に
至

り
て
剔
抉
分
明
す
。（
33
）

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
室
鳩
巣
の
『
大
学
』
注
釈
書
と
は
、

『
大
学
章
句
新
疏
』（
一
七
〇
二
年
自
序
）
の
こ
と
で
あ
る
。
静

斎
が
「
歯
徳
長
人
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、『
大
学
章
句
』
の

冒
頭
「
大
学
之
道
、
在
明
明
徳
、
在
親
民
、
在
止
於
至
善
。
程

子
曰
親
、
当
作
新
。」
の
朱
註
「
大
学
者
、
大
人
之
学
也
。」
に

対
し
て
鳩
巣
が
「
大
人
は
長
大
の
人
、
歯
ひ
有
て
人
に
長
た
る

者
な
り
」
と
語
釈
し
た
箇
所
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
（
34
）
。
た
だ
、
室
鳩
巣
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
『
大
学
』
解

釈
に
お
け
る
「
大
人
」
語
釈
の
次
元
に
留
ま
っ
て
お
り
、『
大

学
』
と
『
小
学
』
の
段
階
論
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
字
義
で
は
な

い
。
静
斎
は
、
鳩
巣
の
見
解
を
踏
ま
え
、
更
に
そ
れ
を
展
開
さ

せ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
静
斎
の
主
張
は
、
庶
民
も
含
め
て
誰
も
が
『
小

学
』
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
一
方
『
大
学
』
は
為
政
者
の
学
で

あ
る
と
し
た
三
宅
尚
斎
の
見
解
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
も
考

え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
で
両
者
は
異
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。尚

斎
も
確
か
に
「
尊
長
」
が
学
ぶ
も
の
を
「
大
学
の
道
」
と

見
な
し
て
い
る
点
は
、
静
斎
と
変
わ
り
な
い
。
た
だ
尚
斎
の
場

合
、『
大
学
』
を
学
ぶ
者
は
、「
人
を
治
む
る
の
責
」
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
前
出
・
三
宅
尚
斎
『
小
学
筆
記
』
序
）、

「
尊
長
」
を
為
政
者
の
立
場
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
庶

民
を
含
め
た
誰
も
が
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
『
小
学
』
の
段
階

と
、
為
政
者
（「
士
大
夫
」）
に
の
み
限
定
さ
れ
た
『
大
学
』
の

段
階
と
い
う
二
階
層
が
あ
る
と
尚
斎
は
理
解
し
て
い
た
。

一
方
静
斎
は
、「
尊
長
」
を
「
上
」
の
立
場
と
し
て
は
い
る

が
、
決
し
て
為
政
者
に
の
み
限
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
為
政

者
に
せ
よ
親
子
関
係
に
せ
よ
、
何
か
し
ら
〈
上
に
立
つ
立
場
の

者
〉
を
ま
と
め
て
「
上
」
と
解
釈
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
静
斎

の
「
大
人
」「
小
子
」
理
解
は
、
尚
斎
と
も
一
線
を
画
す
る
の
で
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あ
る
。

確
か
に
朱
熹
は
「
大
人
の
学
」
と
「
小
子
の
学
」
と
を
分

け
て
、「
小
子
の
学
」
の
ほ
う
を
『
小
学
』
と
関
連
付
け
て
い

た
。
そ
の
点
を
太
宰
春
台
が
論
難
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
静
斎
は
「
小
子
の
学
」
の
「
小
子
」
の
範
囲
を
朱
熹
す
ら

詳
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
単
な
る
年
齢
の

み
に
よ
る
「
大
人
」「
小
子
」
の
区
分
を
退
け
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
春
台
か
ら
の
批
判
を
契
機
と
し
て
、
静
斎
が
繰

り
返
し
提
示
し
た
の
は
、『
小
学
』
が
単
な
る
子
供
向
け
の
学
習

材
料
で
は
な
い
、（「
下
」
の
立
場
の
と
き
に
）
誰
も
が
読
ま
ね

ば
な
ら
な
い
書
物
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
「
朱

子
学
」
を
奉
ず
る
闇
斎
学
派
の
よ
う
な
儒
者
た
ち
で
す
ら
『
小

学
』
を
理
解
し
て
い
る
者
が
少
な
い
現
状
を
前
に
し
て
、
静
斎

は
、「
下
」
の
立
場
の
者
で
あ
れ
ば
（
子
供
を
含
め
）
誰
も
が
読

ま
ね
ば
な
ら
な
い
書
と
し
て
『
小
学
』
を
再
定
義
し
、
儒
学
学

習
の
階
梯
に
位
置
付
け
よ
う
と
試
み
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
太
宰
春
台
に
よ
る
『
小
学
』
批
判
に
対
し
て
、

河
口
静
斎
が
独
自
の
『
小
学
』
観
に
基
づ
き
、
春
台
の
批
判
を

反
駁
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
た
。

春
台
が
朱
熹
の
言
葉
に
基
づ
い
た
批
判
し
て
い
た
た
め
に
、

静
斎
は
朱
熹
の
言
葉
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
朱
熹
の
言
葉
を

根
拠
に
し
た
春
台
の
言
説
を
退
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
静
斎
は
、
結
果
的
に
自
ら
の
筆
に
よ
る
『
小
学
』
理
解

を
明
示
し
て
、
春
台
へ
の
反
駁
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
無
論
、
そ
れ
は
仁
斎
・
徂
徠
の
よ
う
な
独
自
の
見

解
を
述
べ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
静
斎
の
『
小
学
』
理
解
か
ら
は
、
単
な
る
初
学
教
育

書
の
次
元
に
留
ま
ら
ず
、
誰
も
が
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ば
ね

ば
な
ら
な
い
書
で
あ
る
と
静
斎
が
改
め
て
位
置
付
け
直
そ
う
と

試
み
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
た
の
で
あ
る
。

『
聖
学
問
答
』
に
よ
る
徂
徠
学
者
と
の
論
争
や
、「
赤
穂

四
十
七
士
論
」
に
よ
る
赤
穂
義
士
論
争
の
再
燃
、『
弁
道
書
』
に

よ
る
国
学
者
と
の
国
儒
論
争
な
ど
、
太
宰
春
台
の
主
張
が
物
議

を
醸
し
て
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
赤

穂
義
士
に
つ
い
て
は
、
河
口
静
斎
も
春
台
の
文
脈
を
暗
に
批
判

す
る
か
た
ち
で
論
争
に
参
加
し
て
い
る
。
た
だ
『
小
学
』
批
判

に
関
し
て
は
、
静
斎
以
外
に
目
立
っ
た
反
論
が
管
見
の
限
り
で

は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
『
小
学
』
の
儒
者
世
界
に
お
け
る
重
要
度
に
も
因
る

で
あ
ろ
う
。「
朱
子
学
」
を
奉
ず
る
儒
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
朱
熹

が
初
学
教
育
書
と
し
て
位
置
づ
け
た
『
小
学
』
を
重
ん
ず
る
こ

と
自
体
は
、
全
く
不
自
然
で
は
な
い
。
た
だ
し
そ
の
『
小
学
』

理
解
は
、
同
じ
く
「
朱
子
学
」
を
奉
ず
る
闇
斎
学
派
の
儒
者
た
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ち
の
な
か
で
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、「
朱
子
学
」
者

で
あ
っ
て
も
『
小
学
』
へ
の
注
目
に
は
軽
重
が
あ
っ
た
。
自
ら

の
学
問
世
界
に
お
い
て
『
小
学
』
の
位
置
付
け
が
必
ず
し
も
高

い
儒
者
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
赤
穂
義
士
論
に
比
べ

れ
ば
、『
小
学
』
と
い
う
「
朱
子
学
」
世
界
の
儒
学
学
習
階
梯

の
話
は
少
々
限
定
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
春
台
が

『
小
学
』
を
批
判
し
た
「
朱
氏
小
学
論
」
は
『
聖
学
問
答
』
や

『
弁
道
書
』
に
比
べ
れ
ば
小
品
で
あ
る
。
同
じ
く
小
品
で
あ
っ

て
も
、
春
台
の
「
孟
子
論
」
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
四

書
『
孟
子
』
に
関
わ
り
、
近
世
の
儒
学
思
想
史
に
お
け
る
『
孟

子
』
理
解
を
考
察
す
る
際
の
主
要
な
作
品
で
あ
る
。

た
だ
逆
に
静
斎
は
、
他
の
儒
者
の
よ
う
に
『
斥
非
』
附
録
の

「
孟
子
論
」
や
『
聖
学
問
答
』
に
は
反
応
し
て
い
な
い
（
35
）
。

そ
れ
が
か
え
っ
て
静
斎
に
お
け
る
『
小
学
』
の
優
先
順
位
の
高

さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
（
36
）
。
そ
れ
で
は
、
静
斎
が
自

ら
の
『
小
学
』
理
解
を
示
し
た
こ
と
の
意
義
は
奈
辺
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
一
八
世
紀
半
ば
の
儒
学
教
育
の
現
場
に
お
い
て
『
小

学
』
が
単
な
る
子
供
向
け
の
入
門
書
と
し
て
で
は
な
く
、
誰
も

が
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
道
徳
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
い
知
れ
る
点
で
あ
る
。
江
戸
期
の
子
供
向
け
の
書
籍
は
、

往
来
物
な
ど
手
習
い
書
や
通
俗
道
徳
書
な
ど
漢
籍
受
容
と
は
異

な
る
方
向
に
広
が
っ
て
い
た
（
37
）
。
ま
た
、
こ
の
一
八
世
紀
半

ば
は
、
儒
学
学
習
が
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
ゆ
く
時
代
で

あ
っ
た
（
38
）
。
そ
の
た
め
『
小
学
』
は
、
も
は
や
文
字
面
通
り

に
「
小
子
の
学
」
な
の
で
子
供
向
け
で
あ
る
な
ど
と
狭
く
捉
え

る
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
様
々
な
入
門
書

が
あ
る
な
か
で
、
三
宅
尚
斎
や
蟹
養
斎
の
よ
う
に
儒
学
教
育
の

学
習
課
程
の
な
か
で
『
小
学
』
の
読
書
の
必
要
を
論
じ
る
儒
者

も
い
た
。

そ
の
一
方
、
河
口
静
斎
の
場
合
は
、
太
宰
春
台
と
い
う
批
判

者
を
得
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
『
小
学
』
の
存
在
意
義
を
示
す

こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
静
斎
は
、『
小
学
』
が
決
し
て
子
供

の
み
を
対
象
に
し
た
書
で
は
な
い
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
、「
此

の
説
朱
門
の
学
者
往
々
未
だ
明
ら
か
な
ら
ざ
る
者
有
り
」（
39
）
、

「
然
る
に
学
者
、（
中
略
）
小
学
を
読
む
者
此
の
義
に
達
せ
ざ

る
も
其
の
失
最
も
遠
し
と
す
。」（
40
）

な
ど
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、「
朱
子
学
」
を
奉
ず
る
者
た
ち
で
も
軽
ん
じ
て
い
る
と
い
う

意
識
を
心
の
内
に
有
し
て
い
た
。
静
斎
に
と
っ
て
春
台
か
ら
の

批
判
は
、「
朱
子
学
」
と
い
う
学
問
を
正
し
く
理
解
す
る
機
会

で
も
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
意
識
は
、
幕
初
か
ら
の
儒
学

の
学
流
を
整
理
し
た
『
斯
文
源
流
』
に
も
通
底
し
た
意
識
で
あ

る
。『
斯
文
源
流
』
も
ま
た
、
徒
に
こ
れ
ま
で
の
儒
者
を
蔑
ろ
に

し
て
（
古
学
派
や
折
衷
学
派
が
）
自
ら
の
独
自
な
学
問
世
界
を

主
張
す
る
一
八
世
紀
当
時
の
儒
学
思
想
界
の
現
状
を
批
判
的
に

捉
え
た
書
で
あ
っ
た
。
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今
世
間
の
諸
生
を
見
る
に
、
或
は
師
承
の
統
緒
に
托
し

て
、
他
門
の
学
を
排
し
、
更
に
一
己
の
是
非
を
問
は
ず
、

只
我
門
に
入
る
者
を
主
と
し
、
出
る
者
を
汚
ら
は
し
と

し
、
漸
く
朋
党
の
勢
を
成
す
物
あ
り
、（
　
中
略
　
）
先
儒

を
蔑
如
し
て
、
独
り
特
見
を
恃
む
者
、
其
量
の
小
な
る
事

言
ず
し
て
知
べ
し
、
是
が
為
に
粗
従
来
の
所
聞
を
輯
て
、

此
一
篇
を
著
す
。（
41
）

以
上
の
よ
う
に
静
斎
は
、
仁
斎
・
徂
徠
の
よ
う
に
自
ら
の
独

見
を
披
露
し
て
他
者
を
排
撃
す
る
論
調
か
ら
自
ら
の
学
問
世
界

を
損
な
わ
さ
れ
ず
、「
朱
子
学
」
と
い
う
学
問
に
よ
っ
て
、
道
徳

的
な
人
格
の
完
成
を
果
た
す
妥
当
性
を
示
す
こ
と
が
、
自
ら
の

課
題
と
し
て
自
覚
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
儒
者
と
し
て
の
河
口
静
斎
の
学
問
的
活
動
は
、

修
養
論
を
中
心
と
し
た
「
朱
子
学
」
の
再
構
成
へ
の
志
向
が
、

天
明
・
寛
政
期
の
朱
子
正
学
派
の
儒
者
た
ち
の
登
場
以
前
、
既

に
一
八
世
紀
半
ば
に
は
生
じ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。

注

（
1
） 

そ
も
そ
も
『
小
学
』
と
は
、「
朱
子
学
」
の
大
成
者
、
中
国
南
宋

の
朱
熹
（
朱
子
）
の
監
修
の
下
、
友
人
の
劉
清
之
ら
が
編
集
し
た

「
朱
子
学
」
の
初
学
教
育
書
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
朱
熹
一

人
の
手
に
な
る
作
品
で
は
な
い
。
一
一
八
五
（
淳
煕
一
二
）
年
に

一
応
の
完
成
を
見
た
。
内
容
は
、
経
典
を
は
じ
め
と
す
る
諸
書
の

抜
粋
で
成
る
。『
小
学
』
の
〈
書
題
〉
に
お
い
て
朱
熹
は
、
こ
の

『
小
学
』
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
子
供
達
に
授
け
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
日
本
に
お
い
て
朱
熹
『
小
学
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
多
い

と
は
言
え
な
い
。
道
徳
教
育
を
目
指
し
た
初
学
教
育
論
と
し
て
、

中
国
の
道
徳
教
育
史
に
朱
熹
『
小
学
』
を
位
置
づ
け
た
阿
部
吉
雄

「
支
那
教
育
史
上
に
於
け
る
朱
子
の
小
学
」（『
東
方
学
報
』
東

京
・
第
一
一
冊
、
一
九
四
〇
）
が
戦
前
に
あ
る
が
そ
れ
以
来
目

立
っ
た
研
究
は
無
か
っ
た
。
近
年
、〈
六
芸
を
『
小
学
』
に
組
み
込

む
か
ど
う
か
〉
と
い
う
朱
熹
の
礼
学
思
想
の
変
容
に
つ
い
て
『
小

学
』
か
ら
分
析
し
た
葉
国
良
・
西
川
芳
樹
訳
「「
小
学
」
の
論
述
か

ら
見
た
朱
子
礼
学
思
想
の
変
化
」（『
東
ア
ジ
ア
の
儀
礼
と
宗
教
』

関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
叢
刊
・
第
三
輯
、
雄
松
堂
出

版
、
二
〇
〇
八
）
や
、
劉
清
之
が
編
纂
の
小
学
書
に
対
し
て
、
朱

熹
が
ど
の
よ
う
に
手
を
加
え
よ
う
と
し
た
か
、
そ
の
編
纂
方
針
を

分
析
し
て
朱
熹
の
『
小
学
』
思
想
を
考
察
し
た
松
野
敏
之
「
朱
熹

『
小
学
』
編
纂
考
―
劉
清
之
小
学
書
か
ら
の
改
修
に
関
し
て
―
」

（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
四
）
な
ど

が
あ
る
。

（
2
） 『
朱
子
語
類
』
巻
七
「
学
一
小
学
」
第
一
九
条
、
記
録
者
は
輔

広
。
訳
文
は
垣
内
景
子
訳
注
『
朱
子
語
類
訳
注
』（
九
箇
書
院
、

二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

（
3
） 
拙
稿
「
蟹
養
斎
に
お
け
る
『
小
学
』
理
解
か
ら
見
た
初
学
教
育
へ

の
視
線
」（『
道
徳
と
教
育
』
第
三
三
三
号
、
日
本
道
徳
教
育
学

会
、
二
〇
一
五
）

（
4
） 

朱
熹
『
小
学
』〈
書
題
〉。
書
き
下
し
文
は
、
宇
野
精
一
『
小
学
』

（
新
釈
漢
文
大
系
三
、
明
治
書
院
、
一
九
六
五
）
を
参
照
し
た
。
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（
5
） 「
朱
氏
小
学
論
」
を
お
さ
め
る
『
斥
非
』
は
、
関
儀
一
郎
編
『
日
本

儒
林
叢
書
』
第
四
冊
（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
）
に
お
い

て
活
字
化
さ
れ
、『
日
本
思
想
大
系
三
七
　
徂
徠
学
派
』（
岩
波
書

店
、
一
九
七
二
）
に
書
き
下
し
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
は
、『
近
世
儒
家
文
集
集
成
六
　
春

台
先
生
紫
芝
園
稿
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
）
が
市
立
弘
前
図

書
館
蔵
本
を
底
本
に
影
印
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文

で
は
、
後
者
の
影
印
本
を
底
本
に
用
い
た
。
原
漢
文
。
書
き
下
し

文
は
筆
者
に
よ
る
。

（
6
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』
の
底
本
に
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を

用
い
て
い
る
が
、
東
京
都
中
央
図
書
館
所
蔵
『
朱
子
小
学
弁
』
も

適
宜
参
考
に
し
た
。
原
漢
文
。
書
き
下
し
文
は
筆
者
に
よ
る
。

（
７
） 

大
庭
卓
也
「
漢
学
者
川
口
静
斎
と
「
秉
筆
録
」」（
共
同
研
究
「
江

戸
時
代
中
期
文
人
大
名
に
見
る
学
芸
と
思
想
に
関
す
る
総
合
的
研

究
」
編
『
共
同
研
究
報
告
書
　
鹿
島
鍋
島
藩
の
政
治
と
文
化
』
人

間
文
化
研
究
機
構
　
国
文
学
研
究
資
料
館
）
及
び
、
同
「
江
戸
時

代
漢
学
者
の
「
語
録
」
と
そ
の
周
辺
―
河
口
静
斎
『
秉
筆
録
』
―
」

（『
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
国
際
文
化
学
科
編
』
第
二
六
号
、

二
〇
〇
九
）。

（
8
） 

宇
野
精
一
『
小
学
』（
新
釈
漢
文
大
系
三
、
明
治
書
院
、

一
九
六
五
）
参
照
。

（
9
） 『
大
学
章
句
序
』。

（
10
） 『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
巻
八
、一
五
丁
裏
〜
一
六
丁
表
。

（
11
） 『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
巻
八
、一
六
丁
裏
〜
一
七
丁
表
。

（
12
） 『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
巻
八
、一
七
丁
表
。

（
13
） 『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
巻
八
、一
七
丁
表
〜
一
七
丁
裏
。

（
14
） 『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
巻
八
、一
八
丁
表
。

（
15
） 『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
巻
八
、一
八
丁
裏
。

（
16
） 『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
編
』
巻
八
、一
九
丁
表
。

（
17
） 

春
台
の
思
想
に
つ
い
て
、
基
本
的
特
徴
を
捉
え
た
も
の
に
、
尾
藤

正
英
「
太
宰
春
台
の
人
と
思
想
」（『
日
本
思
想
大
系
３
７
　
徂
徠

学
派
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
）
や
小
嶋
康
敬
「
儒
教
的
世
界
像

の
崩
壊
と
太
宰
春
台
」（『
徂
徠
学
と
反
徂
徠
』
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
八
七
）
な
ど
が
あ
る
。

（
18
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』、
一
丁
裏
。

（
19
）『
静
斎
小
学
弁
評
』、
二
丁
表
。

（
20
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』、
二
丁
表
〜
二
丁
裏
。

（
21
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』、
三
丁
表
。
た
だ
し
、「
瞽
者
の
争
色
、
聾
者
の

弁
音
」
の
「
争
」
の
字
は
判
読
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
京
都

中
央
図
書
館
所
蔵
『
朱
子
小
学
弁
』
と
の
対
校
の
上
補
完
し
た
。

（
22
）『
静
斎
小
学
弁
評
』、
三
丁
裏
。

（
23
） 『
小
学
内
篇
講
義
』〈
序
〉、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
一
丁
裏
。

（
24
） 『
大
学
序
講
義
』、『
神
道
大
系
　
垂
加
神
道
（
下
）』
論
説
編

一
三
、三
〇
二
頁
。

（
25
） 『
小
学
』〈
題
辞
〉「
惟
れ
聖
斯
に
惻
れ
み
、
学
を
建
て
師
を
立
て
、

以
て
其
の
根
に
培
い
、
以
て
其
の
支
を
達
す
。」
に
基
づ
く
。

（
26
） 

阿
部
吉
雄
「
三
宅
尚
斎
の
庶
民
小
学
教
育
説
と
培
根
達
支
堂
」

（『
漢
学
会
雑
誌
』
第
八
巻
第
一
号
、
一
九
四
〇
）
に
お
い
て
、
三

宅
尚
斎
は
、「
培
根
達
支
堂
」
と
い
う
私
塾
に
お
い
て
、『
小
学
』

を
庶
民
へ
の
教
育
に
活
用
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
27
） 

三
宅
尚
斎
『
小
学
筆
記
』〈
序
〉、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
『
道
学
資

講
』
巻
一
〇
、一
丁
裏
。

（
28
） 
蟹
養
斎
『
小
学
国
字
解
』〈
巻
之
一
序
〉、
大
倉
文
化
研
究
所
、
一

丁
裏
。

（
29
） 

蟹
養
斎
『
小
学
国
字
解
』〈
巻
之
一
序
〉、
一
一
丁
表
。

（
30
） 

朱
熹
『
大
学
或
問
』。
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（
31
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』「
小
学
論
」、
七
丁
裏
。

（
32
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』「
小
学
論
」、
八
丁
表
。

（
33
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』「
小
学
論
」、
九
丁
表
。

（
34
） 
引
用
文
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
天
明
六
年
刊
本
を
使
用

し
た
。

（
35
） 

春
台
が
「
孟
子
論
」
や
『
聖
学
問
答
』
な
ど
を
出
し
た
こ
と
に
よ

る
論
争
に
関
し
て
は
、
小
島
康
敬
『
徂
徠
学
と
反
徂
徠
』（
ぺ
り
か

ん
社
、
一
九
九
四
年
）
や
野
口
武
彦
『
王
道
と
革
命
の
間
―
日
本

思
想
と
孟
子
問
題
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
）
な
ど
に
詳
し
い
。

た
と
え
ば
『
斥
非
』
が
出
た
後
に
深
谷
公
幹
『
駁
斥
非
』（
明
和

元
・
一
七
六
四
年
）
を
出
し
て
反
論
し
て
い
る
が
、
そ
の
附
録
に

「
弁
非
孟
論
」
を
収
録
し
て
、
や
は
り
春
台
の
孟
子
論
に
反
論
し

て
い
る
。
た
だ
し
逆
に
深
谷
も
、
静
斎
の
よ
う
に
『
小
学
』
に
対

す
る
反
駁
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

（
36
） 

河
口
静
斎
の
発
言
を
書
き
留
め
た
随
筆
『
秉
筆
録
』
に
お
い
て
、

「
一
　
四
書
小
学
我
敬
信
如
二

神
明
一
〈
許
魯
斎
如
父
母
〉」（
夏

集
、
六
五
丁
表
・
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
）
と
い
う
一
文
が
見
え
る

（〈
　
〉
内
は
割
注
）。
こ
の
一
句
は
中
国
の
許
魯
斎
と
い
う
儒
者

の
言
葉
で
あ
る
。
魯
斎
が
『
小
学
』
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
は
夙

に
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
黄
宗
羲
『
宋
元
学
案
』
巻
九
〇
〈
魯

斎
学
案
〉
の
な
か
で
も
有
名
な
一
句
で
あ
る
。
こ
の
一
句
に
「
如

父
母
」
と
い
う
割
注
を
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
静
斎
も
ま
た
格

別
『
小
学
』
を
重
ん
ず
る
儒
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
で
あ
る
。

（
37
） 

同
時
代
の
子
供
向
け
の
書
籍
と
言
え
ば
、
近
世
往
来
物
に
代
表
さ

れ
る
読
み
書
き
の
手
習
い
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
石
川

謙
『
近
世
庶
民
教
育
史
』（
東
亜
出
版
社
、
一
九
四
七
）
に
は
じ

ま
り
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
近
年
に
絞
れ
ば
、
和
田
充
弘
「
近
世

往
来
物
作
者
に
お
け
る
庶
民
教
育
論
―
中
村
三
近
子
を
事
例
と
し

て
」（『
日
本
教
育
史
研
究
』
第
二
五
号
、
日
本
教
育
史
研
究
会
、

二
〇
〇
六
）
に
は
じ
ま
る
一
連
の
近
世
往
来
物
研
究
や
梅
村
佳
代

『
近
世
民
衆
の
手
習
い
と
往
来
物
』（
梓
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）

や
丹
和
浩
『
近
世
庶
民
教
育
と
出
版
文
化
―
「
往
来
物
」
制
作
の

背
景
―
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
）
な
ど
が
代
表
的
研
究
と
し
て

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
石
川
松
太
郎
監
修

『
往
来
物
大
系
』（
大
空
社
、
一
九
九
二
―
九
四
）
が
影
印
本
と
し

て
代
表
的
な
作
品
を
ま
と
め
て
い
る
。

（
38
） 

た
と
え
ば
地
方
で
も
、
刈
田
郡
平
沢
村
主
を
勤
め
た
仙
台
藩
士
高

野
倫
兼
（
一
七
〇
一
年
〜
一
七
八
二
年
）
が
、『
高
野
家
記
録
』

「
退
隠
記
」（『
蔵
王
町
史
』
資
料
編
二
）
で
『
小
学
』
の
重
要
性

を
説
い
た
の
も
同
時
期
で
あ
る
。
こ
の
頃
地
方
に
お
い
て
も
『
小

学
』
は
、
道
徳
的
な
完
成
を
目
指
す
書
と
し
て
童
子
以
外
の
者
で

も
読
む
こ
と
が
流
布
し
出
し
た
時
代
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
39
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』、
一
〇
丁
表
。

（
40
） 『
静
斎
小
学
弁
評
』「
小
学
論
」、
一
〇
丁
表
〜
一
〇
丁
裏
。

（
41
） 『
新
三
十
輻
』
一
〇
「
斯
文
源
流
」（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
七
）。 
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Aspect of Seisai KAWAGUCHI’s logics on Shogaku 
–Confucian Educational Ideas in Mid Edo Period–

Yasuhiro TAKAHASHI

This article elucidates the aspect of the understanding by Seisai KAWAGUCHI 

(1703 ‒ 54) of Shogaku ‒the elementary educational book of Shushigaku (Neo-

Confucianism). Responding to the criticism on Shogaku by Shundai DAZAI (1680-

1747) and other members of Sorai School, Seisai wrote counterargument texts. 

Shundai raised questions on the fact that Shogaku’s targeted readers were children. 

Originally, Shogaku was said to have been created for children. However, in it, 

there are many articles that seem to have been addressed to teachers or parents. 

Shundai, therefore, criticized Shushigaku based on the reasoning that the book was 

not appropriate as a book for children. Seisai KAWAGUCHI was the only one who 

refuted Shundai’s criticism. Seisai, who was a scholar of Shushigaku, was required 

to dismiss the arguments of Shudai without denying the words of Zhu Xi. In his 

refutations, Seisai’s own understanding of Shogaku emerged.

In the first place, Seisai criticized such fixed perceptions to regard Shogaku as 

a book for children. Seisai regarded Shogaku as [a book that anybody should study 

throughout their lives]. From the Confucian scholastic grade’s point of view, after 

Shogaku, one would go onto the stage of reading Daigaku. While Daigaku is the book 

for various people of ‘upper’ positions such as princes or parents, Seisai tried to 

place Shogaku as a book for various people of ‘lower’ positions.

At that time, there were more than few Neo-Confucian scholars who regarded 

Shogaku as a book for children. The criticism from Shundai provided an opportunity 

to correctly understand the scholarship of Shushigaku. From Seisai KAWAGUCHI’s  

analytics of Shogaku, we can see that there had been attempts to reconstruct 

Shushigaku based on cultivation of the mind even before Kansei era (1789 ‒ 1801).


